
2021年度冬季の
電力需給対策について

2021年10月21日
資源エネルギー庁

資料３－１







3

これまでに講じた電力需給対策②：燃料ガイドラインの作成
 本年９月、発電事業者（自家発電事業者を含む）の燃料調達行動の目安と、国・
広域機関の取り得る対応や役割を示す、「燃料ガイドライン」を策定。

＜燃料ガイドラインの位置づけと目次＞

燃料ガイドラインは、電力の安定供給や電力市場の安定化のため、発電事業者が取る燃料調達
行動の目安や、国・広域機関の取り得る対応や役割を示すもの。

1. ガイドライン策定の背景
2. ガイドラインの必要性
3. ガイドラインの位置づけ・対象
4. 燃料確保にあたって望ましい行動

（１）燃料調達の実態
（２）燃料確保にあたって発電事業者に望まれる行動

5. 燃料ひっ迫を予防するための仕組みとひっ迫時の行動
（１）燃料ひっ迫を予防するための仕組み

①発電情報公開システム（HJKS)による燃料制約情報の公開
②燃料在庫のモニタリング

（２）燃料ひっ迫が生じた際の対応
6. ガイドラインの見直しについて
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今冬の電力見通し③：kWh余力率

（出典）電力需給検証報告書

 今回、電力広域機関が初めて行ったkWh余力率の試算によると、10年に1度の厳しい
寒さを想定した場合にも、来年2月末の余力率は４％程度（約3.5日分の供給力）。

 本試算は、①現時点での各発電事業者の燃料調達計画を元にしており、今後の燃料
調達・消費動向に大きく左右される、②一定程度、発電所の計画外停止を見込んでい
るが、見込みを超えた大規模電源の計画外停止があると大きな影響を受ける、③太陽
光・風力の発電電力量の増減の影響を受ける、などの点に留意が必要。





（参考）中国における電力需給のひっ迫
 コロナからの経済回復により電力需要が増加しており、2021年上半期の電力需要は前
年同期比＋16.2%。

 供給面では、政府による環境規制の強化や、豪雨による石炭の生産減などによる発電用
石炭価格の上昇等により、発電構成の約７割を占める石炭火力の発電事業者の操業
インセンティブが低下。石炭火力の発電量が伸び悩んでいる。

 一方で、水力や風力の発電量も計画を下回っている。

出典 中国電力企業聯合会「2021年1-8月电力消费情况」

＜2020年／2021年の月ごとの全国の電力消費量と同月比の伸び率＞
（左軸：億kWh、右軸：伸び率）

出典 中国電力企業聯合会「CECI电煤指数」 8

＜中国の発電用石炭取引価格の推移＞
2020年1月～2021年9月（元／トン）



（参考）インドにおける電力需給のひっ迫
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 コロナからの経済回復や、政府電化プログラムによる世帯電化率の伸張による需要増に加
え、石炭輸入炭価格の高騰やモンスーン季節の長雨による採炭・輸送の停滞による供給
要因が重なり、2021年8月以来、発電用石炭の貯蔵量が低下。

 報道によれば、電力の約7割を供給している石炭火力発電所135カ所のうち半数以上で
燃料在庫が3日を割り込み、北部州では停電が相次ぐなど、電力危機が深刻化。

＜インド全土の発電電力量の推移＞ ＜平均貯炭日数と貯炭量の少ない発電所の総容量＞

※2021年8、9月の再エネ発電量は未発表のため未記載 （出典）CEAのデータを元に作成




